








はじめに

　近年の新生児医療の進歩は著しいものがあり、とくに呼吸管理の進歩は極小

未熟児や重篤な呼吸障害を合併した新生児の救命と後障害の予防に効果をあげ

てきている。わが国の新生児医療の現状は、優れた施設は欧米の一流病院に劣

らぬ医療内容と保育成績を挙げている反面、全国的にみると医療施設数、医療

水準に問題の多い地域も少なからずみられ、また、今後の整備に関しても明る

い展望に欠けるところもある(昭和 51 年度、52 年度本研究班報告)。


